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明日香村飛鳥川上流地域における

自然文化誌研究

る地域であり、考古学や歴史学の溢科も多く残さ

れている。長いlIllにI;l然と人1M]が作I){lＩした紫観

が今も現存している。ひとまず、「自然と人lMjが

どう関わってきたのか｡」「自然と人lIlIのつなが'）

が、どのような社会的要因で、どのように変li（し

て来たのか｡」きちんとした１１Ｆ笑を探り、分J折し

ていこうと考えた。私は、奈良という風土を生か

し、歴史や民俗を通した環境敬育を樅索している

のである｡

1998年５):j、’111日香の地で第９ＩｍＨ本環境紋Y「

学会大会のプレイベントとして、「明日香から２１

世紀を展望する」というテーマでフィールドワー

クショップを企画実施した（全国から及び地元明

日香村稲淵の人を含め、参加者約100名)。前半は、

Iﾘ]日香卜撚iii淵のliiLl乳から学ぶフィールドワークショッ

プ、後半は、明日香付稲淵の人に学ぶワークショッ

プを行った。明日香のおじいちゃん、おばちゃん

の知恵に学ぶ環境敬育が確かにあることを私たち

は実感することができた。その記録を「明Ｈ香か

ら２１世紀を展望する」として、1999年５月にまと

めた（残部少数)。この作業を通して、これから

の研究課題や研究方向が見えてきた。
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1．はじめに

環境教育とは何だろう。艇は次のように考えて

いる。

①環境教育とは、ヒトという桃の生存に関わる

教禰である。

②環境教育は、文Wjや文化のありかたをｌｌｌＩい直

す教育である。

③環境教育は、生き方をIHIいifLす教育である。

このように見たとき、近代化・文明化によって

失われた粉神文化や思想、先人の知恵を今一皮冷

碑にふりかえり、種々な面から、できる限I)科学

的に吟味を加えていくことは重要なことであると

考える（称に②の視点にたって)。

明日香村飛鳥川上流地域における「自然と人Ｍ１

のかかわり」を研究対象とし、歴史的時ＩＩＩｊ軸を入

れながら、自然科学・人文科学・社会科学など既

存の尊''９分野を越えた総合的なアプローチを３年

IMIより試みている。自然文化誌（｢自然文化誌」

をとりあえず、「自然と人１Ｍのllllわりにおいて作

り出きれた様々な現象」と定義する）の研究方lfij

やlijf究方法は、「総合的な学習」の時I1Ijを環境教

育として進めるための学illl的膿礎づけにもなろう。

現在の藤らしの在り方や生き方を考えさせる身近

な地域の牧材として利Ⅲすれば、環境教育として

iiiも課題とされる「行動化」を促す教材としてｲ丁

効であろう（③の視点にたって)。

「昔はよかった」という懐古趣味ではなく、次

の時代をEU造するルネサンス的な作業と、私たち

はとらえている。この研究を辺して、「自然と人

１１１１のかかわI)方」についての多くのヒントを発掘

できるものと考える。環境教育が、実際の「まち

作り」とつながっていくためには、このような雅

礎的な研究が今こそ求められていると考える。幸

い、91日香という地は、１０００年を越える歴史のあ

2．今年度の取り組み

①これまでの３１FⅢl、自然文化誌の方If1や方法を

探るために、鍵人かの譜題提供を元に、自然文

化誌についての学習会を実施してきた（毎月１

回穂度)。そのまとめを行った。

②明Ｈ香村稲淵の棚田における鑿農薬田の動植物

の雅礎調盗を行った。

③飛鰯川の水生1lil物の坐礁iiM嫌を行った。

以上をまとめ、2000年６)1中には、Ｉ１Ｉ１子として

刊行する予定である。

3．おわりに

同じ邪爽・現象を生物学の立鞠、民俗学の立場

など…、立場や視点を変えてみると、新しいもの

がいろいろと見えてくる。種々な学問をクロスさ

せることの並要性をますます感じている。次年度

は、自然と人I1Ijがつながる接点として農具に無点

をあてた取り組みなどを考えている。
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